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「出雲市消防団組織再編基本計画」について 

 

１ 消防団組織の将来のあり方について 

【出雲市消防団改革推進委員会（以下「改革推進委員会」という。）の答申内容】 

  消防団の定員数確保がすでに困難になりつつある。さらに地域の実情及び将来の人口推

計から、現在の定員数を維持することは困難であり、定員数の見直しは必要である。 

  しかし、定員数の見直しが、直ちに災害対応力の低下につながることがないよう、対応

力を維持または強化する形での編成が必要である。 

  このことから、次の方針に従い再編するよう示された。 

 

(1) 出雲市消防団を、次の団員をもって構成する。 

ア 火災をはじめ全ての災害に出場し、また、全ての団活動に従事する団員（以下 

「基本団員」という。） 

イ 地震・風水害等の大規模災害に出場し活動する団員 

ウ その他の機能別団員 

(2) 基本団員の定員数は、一定の基準を設け見直しを行う。 

(3) 基本団員とは別に大規模災害時に活動する団員を確保する。 

 

２ 再編の基準 

  消防団内部に出雲市消防団改革推進作業部会を立ち上げ、改革推進委員会の答申を基に、

組織再編に係る一定の基準（案）を策定され、４月２５日に開催された消防団本部会議に

おいて承認を得て、以下の基本計画で再編を進めることが決定された。 

 

(1) 基本団員 

  ア 分団の部数  

 １分団２部とする。 

  イ 部員数 

     １部あたり１０人とする。 

  【理由】 

① １分団２部とした分団の部数は、平成２３年に策定された「再編の基準」を踏襲。 

② １部あたり１０人とした部員数は、火災への対応力を確保できる人数。 

 ※筒先１本に５人 × ２ 

（内訳）隊長１人、機関員１人、筒先員３人（伝令又は機関員補助含） 

 

全 員 協 議 会 資 料 
令和５年(2023)７月４日 
消 防 本 部 警 防 課 

報告 消防１ 



2 

 

 

 (2) 大規模災害対応団員（地震・風水害等の大規模災害に出場し活動する団員） 

    編成する分団及び団員数 

     各分団に１団（５人）の団員を編成する。 

ただし、全分団に編成を強制するものではない。 

     【理由】 

       大規模災害時に基本団員と共に分団長指揮下において活動する団員として、災 

     害活動に最低限必要な人数であり、統率のとれた活動を可能とする人数。 

 

 (3) 地域特性による組織構成について 

（区域面積大、中山間・沿岸部、密集地、斐伊川神戸川水系、観光地など） 

  ア 基本団員に対して 

     災害リスクが高いなどの地域特性は加味しない。 

  イ 大規模災害対応団員に対して 

     原則、災害リスクが高いなどの地域特性は加味しない。 

     ただし、地域の実情等により増団の意向を示す分団があれば、個別に設置を検討

（消防団本部会議で決定）する。 

 

   【理由】 

①   平成２３年に定員数の見直しがなされ、地区コミュニティセンター単位で各分

団２部、１部あたりの団員数１２人を基準としながら、地域の特性によって基準

より増やすことを「可」とした結果、定員数は基準を大きく上回っている。この

ことが充足率の低下を招き、結果として退団したくても退団できない団員や、地

域推薦による場合は、消防団のなりてがいない自治会や町内会に大きな負担とし

て圧し掛かっている現状である。 

②   この度の再編では、一応の災害対応力は確保できる分団構成としつつ、災害の

種別や規模に応じて隣接する分団や方面隊へも出場を要請することにより、地域

相互の応援体制を確立することで、全体のスリム化を図る。 

 

３ 再編に向けた基本計画の目標スケジュール 

(1) 令和５年度は再編の準備期間とする。 

 (2) 令和６年度から再編をスタートする。 

  (3) 令和７年度末までに１部あたりの部員数を１０人とする。 

 (4) 令和１０年度末までに１分団２部体制へと移行し、並行して大規模災害対応団員を 

   編成する。 

 (5) 再編がスムーズに進む分団や早急に再編が必要な分団は、先行して再編を進める。 
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【現　状】 【再編後】

（定員数1,841人） （定員数1,406人）

（実員数1,642人）
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